
学校番号 ３２０ 

令和３年度 公民科 

 

教科 公民 科目 現代社会 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「現代社会」 （東京書籍） 

副教材等 世の中の動きに強くなる ライブ！現代社会２０２１ （帝国書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生徒の主体的な学習と、現代の社会に対する関心を高め意欲をもって考察させることを重視して授

業を行う。そのため、生徒自身の考えをまとめたり、発表したりする活動を多く入れる。 

 

２ 学習の到達目標 

人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間についての理解を

深めさせ，現代社会の基本的な問題について主体的に考察し公正に判断するとともに自ら人間としての

在り方生き方について考察する力の基礎を養い，良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

○現代社会の政治，経

済，社会，国際関係な

どにかかわる基本的な

問題，人間にかかわる

事柄に関心を高め，意

欲的に追究している

か。 

○社会的事象を総合的

に考察しようとする態

度を身に付けている

か。 

○平和で民主的なよ

りよい社会の実現に

向けて参加，協力する

態度を身に付けてい

るか。 

○現代社会の政治，経

済，社会，国際関係な

どにかかわる基本的な

問題，人間にかかわる

事柄から課題を見いだ

し，広い視野から多面

的，多角的に考察して

いるか。 

○課題について社会の

変化や様々な立場，考

え方を踏まえ公正に判

断しているか。 

○課題についての考

察や判断の過程や結

果を様々な方法で適

切に表現しているか。 

○ 現代社会の政治，

経済，社会，国際関係

などにかかわる基本

的な問題，人間にかか

わる事柄に関する諸

資料を収集し，有用な

情報を適切に選択す

ることができるか。 

○得られた資料や情

報を効果的に活用

し，学び方を身に付

けているか。 

○現代社会の政治，

経済，社会，国際関

係，人間としての在

り方生き方にかかわ

る基本的な課題や事

柄について理解し，

その知識を身に付け

ているか。また，学

び方を身に付けてい

るか。 

評
価
方
法 

ワークシート 発問・定期考査 ワークシート・定期

考査・ノート 

発問・定期考査・ワ

ークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
中
間 

第
１
部 

わ
た
し
た
ち
の
生
き
る
社
会 

１．地球環境問題 

○地球環境問題について多

面的に理解し，持続可能な開

発に向けた課題について考

察します。 

○温暖化対策にかかわる国

家間の利害の対立と調整を，

幸福，正義，公正の観点から

考察します。 

 

２．資源・エネルギー問題 

○資源・エネルギー問題につ

いて多面的に理解し，低炭素

社会の実現のための課題に

ついて考察します。 

○持続可能なエネルギー利

用の実現について，幸福，正

義，公正の観点から考察しま

す。 

 

 

 

 

 

 

３．科学技術の発達と生命 

○医療技術の発達が生命倫

理の課題をもたらしていること

を理解し，臓器移植や再生医

療の進歩，バイオテクノロジー

の進歩と生命操作などについ

て考察します。 

○クローン技術や遺伝子組み

換え技術がもたらす課題を幸

福，正義，公正の観点から考

察します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a.地球環境問題や資源エネ

ルギー問題に対する関心を

高め，その現状などについ

て意欲的に追究しようとし

ている（授業態度）。 

b.地球環境問題に対する国

際的な取り組みの現状と課

題について，関連資料を活

用しながら多面的・多角的

に考察し，幸福・正義・公

正などの観点を踏まえて，

適切に表現している（発問

評価）。 

c.地図や統計資料などを収

集・活用し，情報を適切に

選択しながら，地球環境問

題や資源エネルギー問題の

現状などを正確に読み取る

力を身に付けている（提出

課題）。 

d.地球環境問題と資源エネ

ルギー問題に関連する総合

的な知識を身に付けている

（定期考査）。 

 

a.生命科学と情報技術の課

題に関心をもち，自らとの

関わり方について意欲的に

追究しようとしている（授

業態度）。 

d.生命科学と情報化社会に

関する基本的な事項・知識

や学び方を身に付けている

（定期考査）。 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

発問 



１
学
期
期
末 

 

第
２
部 

現
代
の
社
会
と
人
間 

 

４．情報化の進展と生活 

○情報化の進展が生活や社

会の変化に及ぼした影響を

理解し，情報化社会の課題や

未来について考察します。 

 

１．現代社会と青年 

○現代社会の特徴であるグロ

ーバル化の進展や少子高齢

化と人口減少の進行につい

て具体的に理解し，今後の社

会における課題や，青年との

かかわりについて考察しま

す。 

２．青年期の発達課題 

○青年期の心理的，社会的

な特色を理解すると同時に，

現代社会に特有の青年の在

り方について考えます。また，

アイデンティティ確立に向け

た課題について考察します。 

３．自己形成と社会のかかわ

り 

○欲求と適応行動の関係に

ついて理解し，青年期におけ

るパーソナリティの形成やボラ

ンティアなどの社会との関わり

の意義について考察します。 

４．進路と生きがいの構造 

○キャリアとキャリア開発の意

義について理解し，進路の選

択と学習や経験の役割や生

きがいとの関係について考察

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a.自己形成の課題を意欲的

に追究し，自己の生き方に

ついて考察しようとしてい

る（授業態度）。 

b.自己形成や生き方につい

て，幸福・正義・公正など

の観点から多面的・多角的

に考察し，その過程や結果

を適切に表現している（発

問評価）。 

c.メディアを通してさまざ

まな資料を収集し，効果的

に活用している（提出課

題）。 

d.生涯における青年期の意

義，社会参加などについて

理解し，その知識を身に付

けている（定期考査）。 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

発問 



２
学
期
中
間 

第
２
章 

日
本
国
憲
法
と
民
主
政
治 

１．民主政治とは 

○民主政治がヨーロッパ

で生まれた経緯や社会契

約説，権力分立の思想，

議会制民主主義の成立と

仕組みについて理解しま

す。 

○基本的人権や法の支

配，立憲主義の意義，自

由権から社会権へ向かう

人権の歴史的展開につい

て理解します。 

○議院内閣制と大統領制

の特色を三権の関係など

の視点から理解するとと

もに，社会主義国の政治

体制について理解しま

す。 

２．日本国憲法の基本原 

理 

○大日本帝国憲法の性格

を学ぶとともに，日本国

憲法が制定されるまでの

経緯について学習し，日

本国憲法の三大原理につ

いて理解します。 

○日本国憲法における人

権保障の基本的な考え方

や法の下の平等の意義，

自由権的基本権について

理解します。 

○社会権的基本権の意

義，生存権，教育を受け

る権利，勤労権などの内

容について理解します。

また，基本的人権を実現

するための権利などにつ

いても学習します。 

○環境権，プライバシー

の権利，知る権利，アク

セス権，自己決定権など

の新しい人権について性

格を理解するとともに，

人権保障の広がりについ

て考えます。 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a.民主政治の本質や現代政

治の特質を意欲的に追究し

ようとしている（授業態

度）。 

b.国民主権を原理とする民

主政治の本質や現代政治の

様々な特質について多面

的・多角的に考察し，その

過程や結果を様々な方法で

表現している（発問評価）。 

c.現代政治の特質に関する

情報を収集し，適切に活用

できる（提出課題）。 

d.民主政治の基本的な概念

や理論を理解し，その知識

を身に付けている（定期考

査）。 

 

 

 

a.主権者として憲法成立過

程と基本的人権，平和主義

の内容を意欲的に追究しよ

うとしている（授業態度）。 

b.人権問題，安全保障の問

題を多面的・多角的に考察

し，根拠と考察を様々な方

法で表現している（発問評

価）。 

c.人権や安全保障の問題の

時事的な資料を収集し，適

切に活用できる（提出課

題）。 

d.憲法が普遍性を持つこと

に気づき，人権が生まれな

がらの権利であること，他

者の権利を尊重することを

理解し，知識を身に付けて

いる（定期考査）。 

 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

発問 



２
学
期
期
末 

第
２
章 

日
本
国
憲
法
と
民
主
政
治 

３．日本の政治機構 

国会と立法 

○三権の相互関係について

理解し，国会の役割と権限，

二院制をとっている国会の構

成と運営，現状と改革の動き

について学習します。 

内閣と行政 

○議院内閣制の仕組み，内

閣の権限と国の行政組織を

理解するとともに，行政にか

かわる課題について考察しま

す。 

裁判所と司法 

○訴訟の種類，司法権の独

立の意義と内容，日本の裁判

制度，「憲法の番人」としての

裁判所，裁判員制度などの司

法制度改革について理解し

ます。 

地方自治 

○民主政治における地方自

治の意義を確認すると同時

に，地方公共団体の組織と働

きなどについて理解し，地方

自治と国政との関係，住民の

政治参加の意義などについ

て考察します。 

４．現代政治の特質と課題 

選挙のしくみと課題 

○近代選挙の四原則，選挙

制度の概要，日本の選挙制

度の仕組みについて理解し，

「一票の格差」など選挙制度

をめぐる課題について考察し

ます。 

政党と利益集団 

○民主政治における政党や

利益集団の意義と役割，現状

と課題について考察します。 

世論と政治参加 

○世論の意義を理解し，世論

とメディアとの関係，大衆化し

た社会における政治意識など

について考察します。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a.現代政治への関心が高ま

り，主権者意識が身に付い

ている（授業態度）。 

b.政治について考察し，政

治の在り方を公正に判断

し，その結果を適切に表現

している（発問評価）。 

c.主権者として判断に必要

な情報を適切に選択し，活

用している（提出課題）。 

d 日本の政治制度について

理解し，その知識を身に付

けている（定期考査）。 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

発問 



学
期
末 

第
３
章 

現
代
社
会
と
法 

１．現代社会と法 

法の働き 

○法の特色，法の種類，

法と道徳や正義との関

係，法の支配の意味につ

いて理解します。 

社会生活と法 

○家族法の規定や私法に

おける近代法の原則など

を例に，社会生活におけ

る法の意義を理解しま

す。また，経済生活や紛

争の調整と解決に法がど

のような役割を果たして

いるかについて考察しま

す。 

司法と人権 

○刑事司法の意味や原

則，刑事裁判の制度，裁

判員制度について理解

し，日本の司法と人権の

課題について考察しま

す。 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

a.国際政治への関心が高ま

っている（授業態度）。 

b.国際政治の課題を多面

的・多角的に考察し，その

過程や結果を適切に表現し

ている（発問評価）。 

d.国際政治を理解し，その

知識を身に付けている（定

期考査） 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

発問 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


